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親愛なる皆様へ

アジアゾウのはな子は、東京の動物園の小さな殺風景なコンクリート製の囲いの中で、60年以上の人生をたっ
た一人で孤独に過ごしました。2016年に私たちが彼女の窮状を知ったとき、彼女の悲劇的な物語は世界中の
注目を集めました。最も悲惨なことに、2016年5月、私たちが彼女の社会的飼育のために前向きに取り組んで
いた矢先に、彼女は亡くなりました。しかし、彼女の遺志は、生命として尊厳を守られていない現状を訴えてい
ます。日本で依然として囚われの身にある象の現状を私達は訴え続けていきます。はな子を偲んで、私たちは
2017年8月12日、世界象の日でもある、「Elephants in Japan: In Memory of Hanako」を立ち上げました。
この報告書には、それ以降の私たちの取り組みと、日本で飼育されている象の現状（特に独房に入れられてい
る象）、そして今後のビジョンについてまとめました。

今後とも皆様のご支援をよろしくお願いいたします。

Ulara Nakagawa

Elephants in Japan　ファウンダー

日本の象：2021年の最新情報

https://elephantsinjapan.com/
https://elephantsinjapan.com/
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象の生物学者キース・リンゼイ博士からの最新情報

日本で　孤立し飼育されている象に関する報告書が発表されて以来、私
は日本で象の社会的飼育レベルを向上させる動きがある事に勇気ずけら
れてきました。しかし、国内で飼育されている象の生活を改善するために
は、さらに多くのことができますし、すべきであると考えています。2017年
に発表した私の提言は、現在も有効です。

21世紀に動物園が正当な役割を果たすためには、
すべての動物園がその使命を大きく変えなければ
なりません。単に大衆娯楽のための展示から脱却
し、生物学的に意味のある動物福祉、野生種の自
然な生活に関する真に有益な教育、現場での保全
活動への意義ある支援を実現しなければなりませ
ん。日本動物園水族館協会（JAZA）と関係省庁は、
国際的に著名な象の生物学者や福祉の専門家と
協議して、象の管理に関するガイドラインを作成す
べきです。 

象の囲いは、その大きさと環境の複雑さを大幅に
増やし、オスとメスの両方に適した社会的グループ
を自発的に形成できるようにし、自由に選んだ採
餌や移動の機会によって精神的な刺激を与えるようにしなければなりま
せん。単体飼育の象の展示を止めるべきであり、施設では、積極的に他の
象との交流を進めなければなりません。象の自然の生息範囲外にある飼
育施設では、適切で受け入れ可能な生活環境を提供することは究極的に
不可能であるため、いかなる理由であれ、飼育下での生活を目的とした
象の輸入と繁殖は中止しなければなりません。

また、象の飼育を段階的に廃止していく中で、象が比較的人道的な環境
で最期を迎えることができる真の象の保護区を日本で整備することも真
剣に検討すべきだと思います。

キース・リンゼイ博士（象の生物学者、報告書「Solitary Elephants in 
Japan」著者）

https://elephantsinjapan.com/wp-content/uploads/2017/08/EIJ_Report_Japanese_web.pdf
https://www.elephantvoices.org/elephants-and-ethics/elephant-sanctuary-principles.html
https://elephantsinjapan.com/wp-content/uploads/2017/08/EIJ_Report_Japanese_web.pdf
https://elephantsinjapan.com/
https://elephantsinjapan.com/
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象に関するの最新情報 

「Solitary Elephants in Japan」 の出版以降、活動の対象となった14頭の象のうち4頭が亡くなりました。

現在、日本では12頭のゾウが社会的に孤立して暮らしています。活動レポートで紹介した7頭のゾウと、そ
の後確認した5頭の象が、今も孤独に暮らしています。

はな子/花  
（ アジアゾウ、メス）

は、2017年に福岡市動
物園にて46歳で亡くな
りました。立つことがで
きず、足の病気に悩まさ
れていました。5年前か
ら一人暮らしをしていま
した。

イズミ  
（アジアゾウ、メス） 

は2017年、立てなくな
ったことが原因で、桐生
が岡動物園にて61歳で
死亡しました。56年前か
ら一人暮らしをしていま
した。

博子  
（ アジアゾウ、メス）  

は2018年、足の病気が
原因で、天王寺動物園に
て48歳で死亡しました。
彼女は9年前から一人暮
らしをしていました。

姫子  
（アジアゾウ、メス） 

は2020年、姫路市立動
物園にて43歳で死亡し
ました。足の病気を患っ
ていました。26年前から
一人暮らしをしていま
した。

私たちが活動を開始したときには、すでに5頭目のゾ
ウが亡くなっていました。

メリー（アジアゾウ、メス）は2016年、足の健康状態
が悪くなったことが原因で、池田動物園にて52歳で
亡くなりました。彼女は50年前から一人暮らしをして
いました。

宇都宮動物園にいる宮
子（アジアゾウ、メス、48
歳）は、48年間　一人暮
らしをしています。

能美市のいしかわ動物
園のサニー（アジアゾ
ウ、メス、42歳）は、32年
前から一人暮らしをして
います。

長野市茶臼山動物園の
フー子（アジアゾウ、メ
ス、42歳）は、13年前か
ら一人暮らしをしてい
ます。 

遊亀公園付属動物園
のテル（アジアゾウ、メ
ス、43歳）は、21年前か
ら一人暮らしをしてい
ます。

浜松市動物園のハマコ 
（アジアゾウ、メス、50

歳）は、13年前から一人
暮らしをしています。

マリー（アジアゾウ、メ
ス、31歳）は、とくしま動
物園在住で、13年前から
一人で暮らしています。

福山市立動物園のふくちゃん（アジアゾウ、メス、23
歳）は、20年前から一人暮らしをしています。 注：ふく
ちゃんは、感染症の結核を患っているため、他の動物
園に移すことも、他の象を連れてくることもできませ
ん。

岡崎市東公園動物園のふじ子（アジアゾウ、メス、53
歳）は、39年前から一人暮らしをしています。 1982年
にふくちゃんのいる福山市立動物園から移ってきまし
た。彼女を35年以上世話してきた飼育者は2019年に
引退しました。

みどり（アジアゾウ、メス、21歳）は宮崎市フェニック
ス自然動物園に住んでいます。2014年にオスのゾウ「
たいよう」が急死して以来、7年間ひとりで過ごしてき
ました。2018年、みどりは神戸市立動物園に貸し出
され、同園のオスのアジアゾウ「マック」と交配しまし
た。みどりはその1年後に故郷の動物園に戻ってきま
した。

https://elephantsinjapan.com/wp-content/uploads/2017/08/EIJ_Report_Japanese_web.pdf
https://www.asahi.com/articles/ASMBC6GNPMBCOBJB00P.html


日本の象  |  2021年の最新情報   |   5 ページ

盛岡動物園のマオ（アフリカゾウ、メス、19歳）2018年
にオスの仲間であるタロウが亡くなって以来、一人暮
らしをしています。動物園では彼女に人工授精を試
みています。

伊豆アニマルキングダ
ムのオシー（アフリカゾ
ウ、メス、50歳）は、31年
間　一人暮らしをしてい
て、強い典型的な行動を
示しています。 

東北サファリパークの
ララ（アフリカゾウ、メ
ス、39歳）は3年前から
一人暮らしをしていま
す。

マック（アジアゾウ、オス、24歳）とズゼ（アジアゾウ、メス、30歳）は神戸市立王子動物園に住んでいます。2頭
のゾウは物理的には離れていますが、現在は時々交流されています。2018年から2019年にかけて、動物園は
他の施設から借り受けたみどりとマックの交配を試みました。

京都市動物園のミト（アジアゾウ、メス、49歳）は、10年以上も孤独な生活を送っていましたが、今では4頭の
幼いゾウと生活を共にしています。

日本のいくつかの動物園では2頭以上の象が飼育されていますが、多くの場合、象同士は別々に飼育され
ているため、実際には単独飼育の象の数は上記の12頭よりも多くなっています。例えば、今回取材した象う
ち1頭は、仲間と思われる象と時々交流することが許されますが、普段は孤立しています。

注：日本の象の現状に関する情報は、2021年3月現在のものです。

https://english.kyodonews.net/news/2020/06/0b04d89aa65f-elephant-at-japan-zoo-goes-on-diet-with-help-of-visitors.html
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日本の動物園において
単独飼養されているゾウ(計12頭   2021年時点)

注：この情報は、象の移動や死亡などにより変化する可能性があります。

3年間  ララ 
東北サファリパーク女性40才 

13年間  フーコ 
茶臼山動物園 女性42才

21年間 テル 
遊亀公園付属動物園女性 43才

7年間  みどり 
宮崎市フェニックス自然動物園女性 21才

20年間  ふくちゃん 
福山市立動物園女性 23才

13年間  マリー 
とくしま動物園女性 31才

39年間  ふじ子 
岡崎市東公園動物園女性 53才

13年間  ハマコ 
浜松市動物園 女性 50才

32年間  オーシー 
伊豆アニマルキングダム女性 50才 

48年間  宮子 
宇都宮動物園 女性 48才

32年間  サニー 
いしかわ動物園女性 42才

3年間  マオ 
盛岡市動物園女性19才
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フ
ー

子

のための署名

エレファンツ・イン・ジャパンでは、これまでに230万人以上の方々から、日本における飼育下の象の福祉向上
に賛同する署名を集めてきました。私たちの単独飼育象に関するキャンペーンのトップ5の請願書は以下の通
りです。

	1	 宮子のための請願書は、2018年6月に宇都宮市議会、栃木県、宇都宮市動物園に届けられました。 

2	 サニーの請願書は、2019年1月に石川県といしかわ動物園に届けられました。

3	 フ ー 子 の 請 願 書 は 2 7 万 3 0 0 0 件 以 上 の 署 名 が 集 まっ て い ま す 。提 出 は 保 留 中 で す 。 
いしかわ動物園では、大幅に改善されたという情報があったため、テルの請願は行いませんでした

4	 姫子の請願書は、2020年10月に姫路市役所、JAZA、姫路市立動物園に届けられました。 

5	 2020年11月、姫路市立動物園とJAZAに、象を追加取得しないことで象の飼育を終わらせることを求める
請願書を提出しました。その後、動物園は姫子の代わりに象を追加で求めないことを明言しました。

請願書

集まった署名数

55万 筆

姫子のための署名

56万8,000 筆

サニーのための
署

名

27万3,000 筆

2,300万 筆
集まった署名の総数

(はな子のための45万 筆の署名を含みます)

姫子のための署
名

 第
2回

目

13万6,000 筆

宮
子

のための署名

34万4,000 筆

https://www.thepetitionsite.com/478/835/159/miyako-has-lived-44-years-alone-trapped-in-a-concrete-prison-help-her-before-it-is-too-late/
https://www.thepetitionsite.com/takeaction/679/515/074/
https://www.thepetitionsite.com/takeaction/121/758/390/
https://www.thepetitionsite.com/487/573/289/depressed-himeko-has-lived-24-years-alone-forced-by-bullhook-to-perform-daily-tricks/
https://www.thepetitionsite.com/538/209/536/r.i.p.-himeko.-depressed-amp-alone-26-years.-tell-her-zoo-no-more-quothimekosquot-...-ever-again/#updated
https://www.thepetitionsite.com/538/209/536/r.i.p.-himeko.-depressed-amp-alone-26-years.-tell-her-zoo-no-more-quothimekosquot-...-ever-again/#updated
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影響

これまで、エレファンツ・イン・ジャパンの活動は、日本の飼育下の象の福
祉に顕著な影響を与えてきました。2017年末には、日本動物園水族館協
会（JAZA）が「可能な限り、孤独な象を一緒にするよう努める」と表明しま
した。さらに、2020年には、日本の動物園史上初となる、会員動物園のた
めの自主的なガイドラインを制定すると発表しました。新しいガイドライ
ンに記載されている推奨事項の目的は、動物のストレスを軽減し、その環
境を自然の生息地に近づけることにあります。単独飼育の象を抱える国
内のいくつかの動物園では、すでに福祉面での大幅な改善が始まってい
ます。

例えば、いしかわ動物園では2019年2月、サニーの囲いの中で給餌チャレ
ンジ、水のアクティビティ、砂の肥沃化を実施しました。さらに、日中は自
由に展示場から出入りできるようになりました。動物園はサニーの健康状
態を向上させるために尽力しており、私たちの提案やアドバイスを受け入
れる姿勢を見せています。

遊亀公園附属動物園では、過去数年間、動物科学を専攻する学生たちと
協力して、テルの展示を継続的に改善してきました。給餌チャレンジを導
入したり、退屈さを軽減するために砂場を作ったりしています。2019年に
は、近い将来、象の囲いの大規模な改修プロジェクトを実施することを発
表しました。また、動物園はテルが亡くなった場合には、展示を段階的に
廃止することを約束しています。

https://www.jaza.jp/statement
https://www.jaza.jp/about-jaza/a-f-guidelines
http://www.ishikawazoo.jp/guide/animal/elephant.html
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象がいない動物園 

日本国内の動物園で、飼育している象の寿命が来て
も代替しないことを表明している動物園は以下のと
おりです。t

遊亀公園附属動物園をはじめとして、「象を飼育しない」動物園が増えて
います。かつて孤独な象「イズミ」と「はな子」を飼育していた桐生が岡動
物園と井の頭自然文化園は、象の展示を永久に終了しました。また、姫路
市立動物園では、一頭飼いの姫子が亡くなったことにより、現在の施設で
は新たに象を飼うつもりはないとのことでした。メリーがいた池田動物園
では、象の展示を中止し、アート作品の記念展示にしています。今年初め
に象のナナが亡くなったおびひろ動物園では、象のいない未来について
議論しています。

	1	 九十九島動植物園森きらら（はな子、2016年死去）

2	 井の頭自然文化園（はな子、2016年死去）

3	 桐生が岡動物園（イズミ、2017年死去）

4	 おびひろ動物園（ナナ、2020年死去）

5	 姫路市立動物園（姫子、2020年死去）

6	 遊亀公園附属動物園（テルが死んだ後、他の2頭が既に死去）
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継続的な課題

これまでの成果にもかかわらず、日本の象にとってより良い未来を築くために
は、多くの課題が残されています。現在も、多くの象が孤独で、狭く、荒涼とし
た、標準以下の囲いの中で暮らしています。2020年1月、おびひろ動物園で日
本最高齢の象、ナナ（アジア象、メス）が59歳で亡くなりました。過去24年間一
人暮らしをしていたナナは、亡くなる数週間前から立つことができなくなって
いました。

心配なのは、日本の多くの動物園がこの問題を認識しておらず、アジアから
象を輸送する計画を維持していることです。野生の象の輸入を制限する国際
的な法律や懸念にもかかわらず、日本の動物園は新たな象を飼育すること
を可 能にする抜け道を見つけていま
す。2018年、札幌市円山動物園は、ミャ
ンマーから4頭の象を輸入し、翌年の春
に新しい象舎を開設しました。ズーチェ
ックは、この譲渡を阻止する活動に参
加しました。しかし、彼らが関わった時
にはすでに署名付きの契約が確定して
いました。これには、実は、京都市動物
園が数年前にラオスから新たに4頭の
象を輸入した前例があったのです。

その後、亡くなったハナがいた福岡市
動物園は、ミャンマーから4頭の象を輸
入することを発表しました。また、かつ
て博子がいた天王寺動物園も新たな
象の獲得に関心を示しています。エレフ
ァンツ・イン・ジャパンは、このような広
がりを防ぐための活動を支援していき
ます。

根本的には、国際的な象の専門家と日
本の動物園関係者との間の理解不足を
解消しなければなりません。エレファン
ツ・イン・ジャパンは、この溝を埋め、日本の皆様により多くの情報を提供し、象
の飼育に前向きな変化をもたらすことができるようにしていきます。 

キャンペーンマスコット
の「象のボッチ」が、象
の基本的なニーズを伝
え、啓発していきます

https://www.zoocheck.com
https://www.zoocheck.com
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/569707/
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飼育下の象の状況を調査・記録する。

 
飼育下の象の健康と福祉を早急かつ短期的に改善するよう働きかける。

 
象の輸入と飼育の廃止を推進する。

 
飼育下の象の福祉を改善するための重要な要件について、一般市民、動物園関係者、あらゆるレベルの政府
の政策立案者の認識を高め、日本の伝統的な動物園での象の飼育が最終的に廃止されるように働きかける
こと。

今後の展望

エレファンツ・イン・ジャパンは今後も：

可能な限り、エレファンツ・イン・ジャパンは、個々の動物園、日本動物園水族館協会、象や動物福祉の専門
家、学識経験者、政府のあらゆるレベルの議員や官僚と協力して活動します。

エレファンツ・イン・ジャパンの最終的な目標は、南日本の亜熱帯で種に適した気候の中に象の保護区を設立
し、日本に残された象に可能な限り質の高い生活を提供することです。私たちのビジョンは、現在日本で飼育さ
れている象の生活を向上させ、日本における野生動物飼育の福祉のパラダイムを変えることです。

九州（日本南部の島）の気温は、冬は平均9℃、夏は平均30℃です。
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info@elephantsinjapan.com   |   www.elephantsinjapan.com 
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In Memory of Hanako
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